
「事
事
無
礙
」
を
説

い
た
の
は
誰
か

石

井

公

成

伝
統
的
な
華
厳
教
学

に
よ
れ
ば
、
華
厳
教
学
と

は
事
法
界

・
理
法

界

・
理
事
無
礙
法
界

・
事
事
無
礙
法
界
と
い
う
四
種
法
界
を
説
き
、
そ

の
頂
点
た
る
事
事
無
礙
法
界
を
自
ら
の
立
場
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き

た
。
だ
が
、
華
厳
教
学
の
大
成
者
と
目
さ
れ
る
法
蔵
の
著
作
に
は
、
四

種
法
界

の
分
類
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
偽
作
と
さ
れ

る

『妄
尽
還
源
観
』
を
除
け
ば
、
事
事
無
礙
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が

一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
(
1
)

法
蔵
は
事
事
無
礙
に
当
た
る

思
想
を
別
な
言
葉
で
説
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
事
事

無
礙
を
究
竟

の
立
場
と
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
妄
尽
還
源
観
』
以
外

で
は
、
現
存

の
文
献
中
で
最
も
早

い
時
期
に

事
事
無

礙
の
語
を
用
い
て
い
る
の
は
、
法
蔵
の
弟
子
で
あ
る
静
法
寺
慧

苑
の

『
刊
定
記
』
で
あ
り
、
『刊
定
記
』
は
事
事
無
礙
法
界
の
語
も

用

い
て
い
る
。
し
か
し
、
慧
苑
は
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
と
を
区
別
し
て

お
り
な
が
ら
、
教
判
を
立
て
る
に
際
し
て
は
、
事
事
無
礙
に
相
当
す
る

教
を
設
け
て
い
な
い
。
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
を
合
し
た
も
の
を
真
具

分
満
教

と
称
し
て
最
高

の
教
と
し
、
真
具
分
満
教
と
違

つ
て
真
如
随
縁

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

を
認
め
な
い
真

一
分
満
教
と
区
別
す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
坂
本
幸
男
氏
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

真
具
分
満
教
の
中
に
理
事
無
碍
と
事
事
無
碍
と
の
二
門
を
分
か
ち
な
が
ら

も
、
こ
れ
を
教
と
し
て
表
現
し
得
な
か
つ
た
点
は
、
教
判
と
し
て
不
完
全
の

嫌
あ
る
を
免
れ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
ば
、
華
厳
学
の
最
も
大
切
な

特
徴
は
終
教
の
理
事
無
碍
の
外
に
、
円
教
の
事
事
無
碍
を
建
立
す
る
こ
と
に

見
出
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
教
判
上
に
充
分
反
映
し
得
な
か
つ
た
か

ら
で
あ
る
。

(坂
本

『華
厳
教
学
の
研
究
』
二
九
四
頁
)

慧
苑
は
師
で
あ
る
法
蔵
の
説
を
し
ば
し
ば
批
判
し
て
改
め
た
人
物
だ

が
、
『
刊
定
記
』
は
、
唐
訳

『華
厳
経
』

の
注
釈
を
作
成
中
に
没

し

た

法
藏
の
あ
と
を
承
け
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
法
蔵
の
晩
年
の

思
想
を
充
分
承
知
し
た
う
え
で
書
か
れ
て
い

る

は
ず

で
あ

る
。
そ
の

『
刊
定
記
』
が
、
新
訳
唯
識
説
そ
の
他
と
対
立
す
る

な

か
で
法
蔵
以
上

に
真
如
随
縁
の
義
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
と
は
い
え
、
事
事

無
礙
を
独
立
し
た
教
と
し
て
教
判
中
に
位
置
づ
け
な
か

っ
た
こ
と
の
意

八
九
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九
〇

「事
事
無
礙
」
を
説
い
た
の
は
誰
か

(石

井
)

味
は
大
き

い
。

し
か
も
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
同
じ
く
法
藏
の
弟
子
で
あ
る
文
超
に

も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
超
の

『華
厳
経
義
鈔
』
は
逸
文
が
残
る

の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
解
釈
の
傾
向
に
つ
い
て
闘
峯
了
州
氏
は
次
の
よ

う
に
述

べ
て
い
る
。

大
体
の
所
説
は
、
仏
身
と
衆
生
・
三
性
・
二
諦
・
色
空

・
心
境
な
ど
の
無

礙
円
融
自
在
を
述
ぶ
る
と
こ
ろ
多
く
理
事
無
礙
的
立
場
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
、

特
に
海
印
定
を
も
っ
て
真
如
の
不
変
随
縁
の
義
に
よ
り
て
解
釈
せ
る
如
き
尚

事
事
無
礙
的
思
想
の
未
だ
充
分
に
説
き
尽
く
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
え

よ
う
。

(高
峯

『華
厳
学
論
集
』
「文
超
法
師
の
華
厳
経
義
鈔
に
つ
い
て
」

五
一
二
頁
)

す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
も
真
如
随
縁
の
義
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
事
事
無
礙
と
の
区
分
が
明
確
で
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
現
存
す
る
部
分
に
は
事
事
無
礙
の
語
は
用
い
ら
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
華
厳
教
学
が
確
立
さ
れ
る
以
前
な
ら
と
も
か
く
、

法
蔵
の
弟
子
、
そ
れ
も
六
師
と
称
さ
れ
る
代
表
的
な
六
人
の
弟
子
の
う

ち
、
著
作
が
伝
わ

っ
て
い
る
慧
苑
と
文
超
の
二
人
の

『華
厳
経
』
注
釈

が
、
と
も
に
上
記
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
っ
た
い

何
を
意
味
す
る
の
か
。

文
超
に
つ
い
て
も
う

一
例
、
澄
観
が
引
用
し
て
い
る
佚
文
を
あ
げ
て

お
き
た

い
。

第
二
華
厳
三
昧
。
疏

「万
行
如
華
厳
法
身
故
、
余
如
別
説
」
者
、

遺
忘
集

説
、
「略
有
十
観
。

一
摂
相
帰
真
観
。
二
相
尽
証
実
観
。
三
相
実
無
礙
観
。

四
随
相
摂
生
観
。
五
縁
起
相
収
観
。
六
微
細
容
摂
観
。
七

一
多
相
即
観
。
八

帝
網
重
重
観
。
九
主
伴
円
融
観
。
十
果
海
平
等
観
」。
然
此
十
観
融
四
法
界
。・

初
二
理
法
界
。
始
終
不
異
。
三
即
事
理
無
礙
法
界
。
四
即
随
事
法
界
。
次
五

即
事
事
無
礙
法
界
。
…
…
其
第
十
観
果
海
絶
言
、
通
為
前
四
之
極
。

(澄
観

『演
義
鈔
』
巻
第
三
十
五
、
大
正
三
六

・
二
七

一
上
)

四
種
法
界
で
す
べ
て
を
割
り
切
ろ
う
と
す
る
澄
観
は
、
『遺
忘
集

(華

厳
経
義
鈔
)』
の
説
く
十
観
に
つ
い
て
も
四
種
法
界
に
当
て
は
め
て
説
明

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
第

一
観
と
第
二
観

は
理
法
界
、
第
三
観
は
理

事
無
礙
法
界
、
第
四
観
は
事
法
界
、
第
五
観

か
ら
第
九
観
ま
で
は
事
事

無
礙
法
界
、
第
十
観
は
果
海
絶
言
で
あ

っ
て
四
法
界
の
極
と
な

っ
て
い

る
と
す
る
配
当
の
強
引
さ
が
よ
く
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
超
の
十
観

が
事
法
界

・
理
法
界

・
理
事
無
礙
法
界

・
事
事
無
礙
法
界
と
進
む
四
種

法
界
の
体
系
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
で
発
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
文
超
の
十
観
に
は
事
事
無
礙
に
相
当
す
る
内
容
が
多
く
含

ま
れ

て

い
る

こ
と

は
事
実
だ
が
、
微
細
相
容

・
一
多
相
即

・
帝
網
重

重

・
主
伴
円
明
と
い
っ
た
事
事
無
礙
に
相
当
す
る
観
よ
り
も
、
最
後
に

配
さ
れ
て
い
る
果
海
平
等
観
の
方
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
つ
ま
り
、
文
超
は
、
い
わ
ゆ
る
事
事
無
礙
的
な
あ
り
方

の
宣
揚
に

力
を
注
ぎ
つ
つ
も
、
そ
う
し
た
あ
り
方
を
も

一
部
と
し
て
含
ん
で
し
ま

う
よ
う
な
統
合
的
な
あ
り
方
の
方
を
高
次
元

の
も

の
と
し
て
尊
ん
で
い
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る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
法
蔵
の
兄
弟
子
の
義
湘

(義
相
)
が
次
の

よ
う

に
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。

若
依
別
教

一
乗
、
理
理
相
即
、
亦
事
事
相
即
。
亦
得
理
事
相
即
。
亦
得
各
各

不
相
即
。
亦
得
相
即
。
何
以
故
。
中
即
不
同
故
。
亦
有
具
足
理
因
陀
羅
尼
、

及
事
因
陀
羅
尼
等
法
門
故
。
十
仏
普
賢
法
界
宅
中
、
有
如
是
等
無
障
礙
法
界

法
門
、
極
自
在
故
。
…
…
若
欲
観
縁
起
実
相
陀
羅
尼
法
者
、
先
応
覚
数
十
銭

法
。

(『
一
乗
法
界
図
』
大
正
四
五

・
七

一
四
中
)

こ
の
部
分
は
、
義
湘
独
自
の
説
で
あ
る
理
理
相
即
の
理
論
を
説
く
も

の
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
義
湘
は
事
事
無

礙
に
相

当
す
る

「
事
事
相
即
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
な
が
ら
、
そ

の

「事
事
相
即
」
を
最
高

の
立
場
で
あ
る
別
教

一
乗
の
法
門
と
し
て
い

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
義
湘
は
、
理
と
理
、
事
と
事
、
理
と
事
と
い
う

組
み
合

わ
せ
が
相
即
し
た
り
相
即
し
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
自
在
な

あ
り
方

こ
そ
が
別
教

一
乗

の
特
徴
で
あ
る
と
し
、
そ
う
し
た
あ
り
方
を

「
無
障

礙
法
界
法
門
」
な
い
し

「縁
起
実
相
陀
羅
尼
」
と
呼
ぶ

の
で
あ

る
。

こ

の

「無
障
礙
法
界
」
と
は
、

『大
集
経
』
こ
そ

「無
障
礙
」

の

立
場
で
円
教
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
だ

と
す
る
人

々
の
主
張
も
含
め

て
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ

っ
た
地
論
宗
南
道
派
の
法
界
説
を
承
け
た
も

(
2
)

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
義
湘
は
、

「無
障
礙
」

の
あ
り
方
を
最
高
の
も

の
と
す

る
南
道
派
の
図
式
は
変
え
な
い
ま
ま
、
理
と
理
、
事
と
事
、
理

「事
事
無
礙
」
を
説
い
た
の
は
誰
か

(石

井
)

と
事
の
組
み
合
わ
せ
が
い
ず
れ
も
自
在
に
相
即

・
不
相
即
す
る
と
い
う

点
に

『華
厳
経
』
独
自
の
無
障
礙
の
あ
り
方
を
見
出
し
、
(
3
)

そ
の
特
徴
を

強
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
主
張
は
、
師
の
智
儼
の
思
想
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
智
儼
は
、
最
晩
年

の
作

で
あ

る

『孔
目
章
』
巻
第
二
の

「
回
向
真
如
章
」
で
は
、

一
乗
の
真
如
を
別
教
門
と
同
教
門
と

に
分

か

ち
、
別
教
門
に
つ
い
て
、

別
教
門
者
、
謂
円
通
理
事
、
統
含
無
尽
因
陀
羅
及
微
細
等
。

(大
正
四
五

・
五
五
八
下
)

と
述
べ
て
い
る
。
智
儼
の
文
章
は
、
簡
略
か

つ
難
解
な
こ
と
で
よ
く
知

ら
れ

て
お
り
、
右
の
引
文
は
そ
の
典
型
だ
が
、
「円
通
理
事
、
統
含
無

尽
因
陀
羅
及
微
細
」
と
い
う
簡
潔
な
表
現
は
、
お
そ
ら
く
右
で
見
た
よ

う
な
義
湘
の
主
張
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
智
儼
は
事
事
無
礙
と

い
う
語
や
そ

れ

に
類
し
た
語
は
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
『
孔
目
章
』

で
は
、
初
教
は

「
即
空
」、
終
教
は

「
即
如
」
、

一
乗
別
教
は

「無
尽
」

「無
量
」
と
い
う
規
定
を
随
所
で
繰
り
返
し
こ
し
て
い
る
こ
と

か
ら
見

て
、
智
儼
が
別
教
の

「
理
事
」
に
言
及
す
る
場
合
は
、
理
と
理
、
理
と

事
、
事
と
事
な
ど
の
多
様
な
組
み
合
わ
せ
を
因
陀
羅
網
の
よ
う
に
自
在

に
含
む
事
態
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
理
の
因
陀
羅
網
や

事

の
因
陀
羅
網
な
る
も
の
を
説
く

『
法
界
図
』
は
、
智
儼
が
没
す
る
直

前

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
師
で
あ
る
智
儼

が
あ
ま
り
に
も
簡
潔
に
、
あ
る
い
は
曖
昧
に
述
べ
て
い
た
点
を
明
確
に

九

一
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九
二

「事
事
無
礙
」
を
説
い
た
の
は
誰
か

(石

井
)

し
、
他

の
学
派

の
教
学
と
の
違

い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
智
儼

の
弟
子

の
仕
事
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

な
お
、
先
に
は
澄
観
が
四
種
法
界
を
ふ
り
か
ざ
し
て
事
事
無
礙
を
強

調
し
て

い
た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
そ
う
し
た
澄
観
で
す
ら
、
そ
の
事
事

無
礙
説
は
背
後
に
ひ
そ
む
理
事
無
礙
を
根
底
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
教

学
全
体
と
し
て
は
理
事
無
礙
の
色
彩
が
濃
い
と
言

わ
れ

て

い
る
。
(
4
)

実

際
、
澄
観
は
四
種
法
界
説
を
盛
ん
に
用
い
る

一
方
で
、
李
通
玄
の
影
響

を
受
け
、
根
源
的
な
理
心
の
世
界
で
あ
る

一
真
法
界
を
説
く
こ
と
も
多

い
の
だ
が
、
(
5
)

こ
の
場
合
、
事
事
無
礙
法
界
は

一
真
法
界
と
あ
る
程
度
重

な
り
な
が
ら
も
結
局
は

一
真
法
界
の
う
ち
に
お
さ
め
と
ら
れ

て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
。
第
五
祖
と
さ
れ
る
宗
密
に
つ
い
て

は
、
『円
覚
経
』

に

基
づ
い
て
華
厳
教
学
を
大
幅
に
変
質
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、

こ
こ
で
は

論
じ
な

い
が
、
そ
の
教
学
は
、
澄
観
以
上
に
理
事
無
礙
の
色
彩
が
強

い

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
華
厳
教
学
を
大
成
し
て
事
事
無
礙

の
思
想
を
確
立
し
た
は
ず

の
法
蔵
は
ど
う
な
の
か
。
法
藏
が
そ
の
著
作
で
は
事
事
無
礙

の
語
を
ま

つ
た
く
用
い
て
い
な
い
こ
と
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
・こ
の

点
に
つ
い
て
、
最
近
、
木
村
清
孝
氏
は
、

法
蔵
が
い
わ
ゆ
る

「事
事
無
礙
」
の
事
態
に
関
し
て
、
そ
の
語
が
直
接
に
は

表
わ
し
え
な
い

「縁
起
」
の
全
体
性
や
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
て
そ
れ
を
支
え

る
真
理

・
真
実
を
常
に
意
識
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
究
極
の
縁
起
の
す

が
た
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
お
そ
ら
く
法
蔵
に

は
、
「事
事
無
礙
」
と

い
う
、
個
々
の
事
物

・
事
象
相
互
の
関
係
を
前
面
に

押
し
出
し
た
表
現
を
案
出
す
る
発
想
そ
の
も
の
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
出
て

く
る
の
は
、
次
の
世
代
以
後
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
法
蔵
の

真
理
観
を

「事
事
無
礙
」
の
語
に
よ
っ
て
総
括
す
る
こ
と
に
慎
重
で
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。

(木
村
清
孝

『中
国
華
厳
思
想
史
』
一
五
九
頁
)

と
注
意
を
う
な
が
さ
れ
た
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
指
摘
と
言

っ
て
よ
い
。
法
藏
は
、
『起
信
論
』
を
詳
細

に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、

『
起
信
論
』
に
代
表

さ
れ

る

(と
法
蔵
に
は
思
わ
れ
た
)
真
如
随
縁
の
思

想
、
す
な

わ
ち
理
事
無
礙
の
立
場
と
、
『
華
厳
経
』
独
自
の
立
場
で
あ

る
事
事
無
礙
と
の
違
い
を
、
ほ
か
の
祖
師
た
ち
以
上
に
意
識
し
て
明
ら

か
に
し
よ
う
と
努
め
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、

い
わ
ゆ
る
事
事
無
礙
を
手

放
し
で
究
竟
と
す
る
の
で
は
な
く
、
兄
弟
子

の
義
湘
と
似
た
よ
う
な
考

え
を
抱
い
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
義
湘
の
特
異
な
主
張
と

考
え
ら
れ
て
き
た
理
理
相
即
の
主
張
ま
で
含

め
て
、
義
湘
の
説
に
き
わ

め
て
近
い
議
論
が

『華
厳
明
法
品
内
立
三
宝
章
』
に
見
ら
れ
る
。
本
書

は

『
五
教
章
』
以
後

の
試
論
を
編
集
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

「
二
諦
無
礙
門
」
に
お
い
て
、
法
蔵
は
次

の
よ
う
に
い
う
。

理
事
即
不
即
門
者
、
此
中
理
事
相
即
不
相
即
、
無
礙
融
通
、
各
有
四
句
。
初

不
即
中
四
句
者
、

一
二
事
不
相
即
。

以
縁
相
事
礙
故
。
二
二
事
之
理
不
相

即
。
以
無
二
故
。
三
理
事
不
相
即
。
以
理
静
非
動
故
。
四
事
理
不
相
即
。
以

事
動
非
静
故
。
二
相
即
中
四
句
者
、

一
事
即
理
。
以
縁
起
無
性
故
。
二
理
即
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事
。
以
理
随
縁
事
得
立
故
。
三
二
事
之
理
相
即
。
以
約
詮
会
実
故
。
四
二
事

相
即
。
以
即
理
之
事
無
別
事
故
。
是
故
事
如
理
而
無
礙
。

(『華
厳
明
法
品
内
立
三
宝
章
』
巻
下
、
二
諦
無
礙
門
第
七
、
大
正
四
五

・

六
二
五
中
)

す
な
わ
ち
、
義
湘
と
同
じ
く
相
即
と
不
相
即
の
様

々
な
あ
り
方
を
論

じ
る

の
で
あ

り
、
「二
事
之
理
相
即
」
と
あ
る
よ
う
に
理
理
相
即
す
る

場
合
に
触
れ
た
の
ち
、
事
事
無
礙
の
う
ち
の
限
ら
れ
た
場
合
に
当
た
る

「
二
事
相
即
」
に
も
言
及
す

る

の
で
あ

る
が
、
法
藏
は
、
「
二
事
」
が

「相
即
」
す
る
の
は
、・
「
理
に
即
す
る
の
事
に
は
、
別
の

[固
定
的
な
]

事
無
き
を
以
て
の
故
」
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ

「事
は
理
の
如
く
し
て

無
礙
」
と
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
事
事
無
礙

が
説
か
れ
て
い
な
が
ら
、
「二
事
無
礙
」
な

い
し

「事
事
無
礙
」
と

い

っ
た
直

接
的
な
表
現
が
用
い
ら
れ
ず
、
無
礙
と
い
う
語
は
、
理
と
事
の

相
即
と
不
相
即
の
様
々
な
あ
り
方
が
同
時
に
並
在
し
て

「融
通
無
礙
」

で
あ
る
と
い
う
箇
所
と
、
事
が
理
の
よ
う
に

「
無
礙
」
と
な
る
と
い
う

箇
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
智
儼
や

そ
の
門
下
に
お

い
て

は
、
「無
礙
」
と
い
う
語
は
、
理
に
か
か
わ
る
場

面
で
用

い
ら
れ
る
の
が
本
来
の
形
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
事
無
礙

を
強
調
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
て
き
た
法
藏
が
、
過
渡
期
の
作
の
中
と

は
い
え
、
理
事
相
即
門
と
は
別
に
事
事
相
即
門
を
立

て
る

こ
と

を

せ

ず
、
「
理
事
即
不
即
門
」
と
い
う
枠

の
な

か

で
理
事
相
即
と
事
事
相
即

を
説

い
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「事
事
無
礙
」
を
説
い
た
の
は
誰
か

(石

井
)

む
ろ
ん
、
法
蔵
は
、
伝
統
教
学
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
華
厳
独
自
の

法
門
と
し
て
事
事
無
礙
的
な
あ
り
方
を
強
調

し
て
い
る
。
特

に
晩
年
に

な
る
と
そ
の
傾
向
が
強
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
教
学
の
頂
点
に
位
置
す
る

『探
玄
記
』
の
十
重
唯
識
に
お
い
て
は
。

七
理
事
倶
融
。
…
…

八
融
事
相
入
。
…
…

九
全
事
相
即
。
…
…

十
帝
網
無
礙
。
…
…
既

一
門
中
如
是
重
重
不

可
窮
尽
。
余
一
一
門
皆
各
如

是
。
…
…
後
三
門
約
円
教
中
別
教
説
。
総
具
十
門
、
約
同
教
説
。

(『探
玄
記
』
巻
第
十
三
、
大
正
三
五

・
三
四
七
上
中
下
)

と
あ
る
よ
う
に
、
理
事
倶
融
と
言
わ
れ
て
い
る
理
事
無
礙
の
あ
の
方
と

事
事
無
礙
の
あ
り
方
を
明
確

に
区
別
し
、
後

者
に
属
す
る
八

.
九

.
十

の
三
門
の
み
が
円
教
中
の
別
教
で
あ
る
と

し

て
、
『華
厳
経
』
独
自
の

法
門
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
す
ら
、
同
教

の
立
場
に
立

て
ば
、

『華
厳
経
』
は
理
事
無
礙
に
当
た
る
第
七
の
理
事

倶
有
を
も
含
め
て
第

一
門
か
ら
第
十
門
ま
で
の
す
べ
て
を
具
す
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
義
湘

は
、
理
理
相
即
や
事
事
相

即
と
い
っ
た

『華
厳
経
』
独
自
な
法
門
を
も
す
べ
て
含
ん
だ
相
即

・
不

相
即
の
自
在
な
あ
り
方
こ
そ
が
別
教

一
乗
と
し
て
の

『華
厳
経
』
の
特
,

色
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
『
探
玄
記
』
に
な
る
と
、
『
華
厳
経
』
に
し

か
説
か
れ
て
い
な
い
事
事
無
礙
的
な
あ
り
方

こ
そ
が
別
教
の
特
色
で
あ

る
と
強
調
し
て
お
り
、
理
事
無
礙
の
よ
う
に
他
の
経
論
も
説
い
て
い
る

九
三
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九
四
「

事
事
無
礙
」
を
説
い
た
の
は
誰
か

(石

井
)

法
門
を
含
め
て

一
切
の
法
門
を

『
華
厳
経
』
が
含
む
と
い
う
事
態
に
つ

い
て
は
、
同
教
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
軽
く
扱
お
う

と
す

る
も

の
の
、

『
華
厳
経
』
が
す
べ
て
の
法
門
を
含
む
と
い
う
面
を
無
視
す
る

こ
と
が

で
き
ず

に
い
る
の
で
あ
る
。
法
蔵
は
、
単
な
る
事
事
無
礙
と
の
違
い
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
別
教
に
あ

っ
て
は
重
重
無
尽
で
あ
る
こ
と
を

論
証
し
よ
う
と
す

る
ほ

か
、
『
起
信
論
』
を
柱
に
し
て
終
教
の
理
事
無

礙
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
試
み

ち
は
た

だ

ち

に
事
事
無
礙
説

の
確
立
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か

っ

た
。こ

の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
初
期
の
華
厳
宗
の
祖
師
と
さ
れ
る
人
物

に
は
、

事
事
無
礙
を
手
放
し
で
最
高
の
立
場
と
し
た
者
は
実
は

一
人
も

い
な
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
祖
師
た
ち
は
、
実
際
に
は

事
事
無
礙
の
語
を
説
い
て
い
な
い
か
、
用
い
た
と
し
て
も
あ
る
種
の
曖

昧
さ

.
不
徹
底
さ
を
と
も
な

っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
事
事
無
礙
そ
の
も

の
よ
り
も
、
そ
う
し
た
あ
り
方
を
も
含
む
よ
う
な
統
合
的
な
あ
り
方
を

志
向
し

て
い
る
の
が
常
な
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
理
と
事

の
自
在
な

相
即

.
不
相
即
の
世
界
、
い
わ
ば
統
合
的
な
理
事
無
礙
の
世
界
の
う
ち

に
、
理
事
無
礙
と
事
事
無
礙
が
含
ま
れ
る
形
に
な
る
の
だ
が
、
法
藏
以

後
の
祖
師
た
ち
は
、
そ
う
し
た
構
造
を
明
確
に
意
識
し
な
い
い
ま
ま
、

法
蔵
が
理
事
無
礙
の
内
容
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
真
如
随
縁
の
思
想
を

統
合
的

な
理
事
無
礙
の
世
界
に
も
当
て
は
め
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ

る
事
事
無
礙
を
華
厳
教
学
の
最
高
の
立
場
と
し
て
疑
わ
な
く
な

る

の

は
、

後

代

に
な

っ
て

か
ら

、

そ

れ

も

か
な

り

後

に
な

っ
て

か
ら

の

こ
と

で
あ

る

可

能

性

が
高

い
。

1
 

遠
藤
孝
次
郎

「華

厳
無
尽
論
」

(『東

京
学
芸
大
学
研
究
報
告
』
第
十
七

集
、

一
九
六
六
年
三
月
)

一
四
頁
。

2
 

石
井

「新
羅
華

厳
教

学

の
基
礎

的
研

究
…
…

『
一
乗
法
界
図
』

の
成
立

事
情
…
…

(「青

丘
学
術
論

集
」
第
4
集
、

一
九
九
三
年
三
月
。
同

「
大
集

経
尊
重
派

の
地
論
師
」

(
『
駒
沢
短
大
研
究
紀
要
』
第
二
十
三
号
、

一
九
九

五
年

三
月
)
。

3
 
相

即
と
不
相

即
の
並
立

と

い

う

点

も
、
S
六

一
三

V
が

「
差
別
無
差

別
、
如
因
陀
羅
網
。
融
同
無
礙
者
、
寧

非
円
窮
之
実
哉
」

(教
煙
宝
蔵
五

・

二
二
九
下

一
四
〇

上
)

と
説

い
て
い
る
よ
う
に
、
差
別

・
無
差
別
が
同
時

に
並
在
し

て
因
陀
羅
網

の
如
く
で
あ
る
と
す
る
南
道
派

の
主
張
を
承
け

て

い
る
面
が
あ

ろ
う
。
石
井

「
教
煙
出
土

の
地
論

宗
諸
文
献
」

(「
印
仏
研
」

四
十
一
一ー
二
、

一
九
九
四
年
三
月
)
。

4
 
鎌
田
茂
雄

『
中
国
華
厳
思
想

の
研
究
』

四
二

一
頁
。

5
 
小
島
岱
山

「
李
通
玄

の
根
本
思
想
…

…

一
真

法
界
思
想

の
形

成
と
そ
の

思
想
史
的
意
義
…
…
」

(「
印
仏
研
」
三

一
―
二
、

一
九

八
三
年
)
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

華
厳
教
学
、
四
種
法
界
、
法
蔵

(駒
沢
短
期
大
学
助
教
援

・
文
博
)
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